
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○授業での課題提示の工夫と話し合い
活動の設定及びＩＣＴ利活用

〇「友達の考えを聞いたり、自分の考え
を伝えたりして、話し合う活動は意欲的
にできていますか。」に肯定的な回答を
する児童生徒の割合85％（36人中32人）
以上

・「授業づくりのステップ１・２・３」を踏まえ、「自分
の考えを説明する場」、「学び合い活動」、「ＩＣＴ
利活用」を取り入れた授業を実践する。

Ａ

・授業で「自分の考えを説明する活動、学び合い活
動を取り入れている」に肯定的な回答をした職員
の割合は100％であった。また、「学び合い活動が
できている」に肯定的な回答をした児童生徒の割
合は100％であった。タブレット端末を活用している
職員の割合が76.9％であった。タブレット端末の研
修も充実し、今後、活用場面も増えていくと考え
る。

Ａ

・授業で「自分の考えを説明する活動、学び合い活
動を取り入れている」に肯定的な回答をした職員
の割合は100％であった。また、「学び合い活動が
できている」に肯定的な回答をした児童生徒の割
合は100％であった。学び合い活動は定着してい
る。タブレット端末を活用している職員の割合は
73.3%であった。ＩＣＴ利活用研修の内容も高度化
し、授業での実践に向けての職員各自の研修がさ
らに必要となっている。

Ａ

・子どもたちは、一人一人自分の考えをもち、いろ
いろな場で発言がよくできていると感じる。
・大雪等で登校できない場合の、タブレット端末を
使ったオンライン授業も定着している。先生方の研
修の成果だと思う。
・タブレットは便利だが、多用すると文字を書く機会
が少なくなり、無理に全員の先生が使いこなせなく
てもいいのではとも思う。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任
・情報教育推進リーダー

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

●道徳に関するアンケートにおいて肯定的
な回答をした児童生徒８５％(36人中32人)以
上

・年間計画及び発達段階を考慮した道徳授業の
確実な実践を行う。
・定期的に平和集会や人権集会を実施する。
・保護者や地域、他校と連携した交流・体験活動
を実施する。 Ａ

・「まわりとのよりよい接し方や、人への気遣いが
できている」に肯定的な回答をした児童生徒は
100％であった。今後も行事や地域、他校との交流
等で、感謝する気持ち、感動する心など、豊かな
心を育てていきたい。 Ａ

・「まわりとのよりよい接し方や、人への気遣いが
できている」に肯定的な回答をした児童生徒は
100％であった。人権学習やあすなろ委員会等で
の交流が活発に行われている成果が出ている。今
後も小中学校間での交流や人権学習等通してを
豊かな心を育てていきたい。

Ａ

・部活動などでも他の学校の子どもたちとすぐに打
ち解けていて、いい関係を築く力が身についてい
ると思う。
・道徳や人権集会などを通して、児童生徒に豊か
な心が育っているのは素晴らしいと思う。今後も、
他を思いやる心や感動する心を育てる取組を続け
てほしい。

・道徳教育推進担当
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

●「いじめ予防・防止のための研修・会議、
組織的対応ができている」と回答した教職員
90％(16人中14人)以上
○「学校には相談しやすい職員がいる」と解
答した児童生徒80％（36人中29人）以上

・いじめ予防(月１回のアンケート等における児童
生徒理解含む)や対応についての研修・会議を
年間に３回以上実施する。
・いじめ防止、認知・覚知等について共通理解し
た上での組織的な対応を行う。
・ＳＣ等との連携を強化し、相談時間の確保、相
談しやすい雰囲気づくりに努める。

Ａ

・「いじめ防止等、共通理解をし、組織的な対応が
できている」に肯定的な回答をした職員は100％で
あった。
・「学校には相談しやすい職員がいる」に肯定的な
回答をしたのは小学生81％（21人中17人）、中学
生84.6％（13人中11人）であった。自分の気持ちを
表現できない児童生徒には個に応じた対応をして
いきたい。全体としては、相談しやすい雰囲気づく
りを継続していきたい。

Ａ

・「いじめ防止等、共通理解をし、組織的な対応が
できている」に肯定的な回答をした職員は100％で
あった。
・「学校には相談しやすい職員がいる」に肯定的な
回答をしたのは小学生94.7％（20人中19人）、中学
生100％（12人中12人）であった。「よくあてはまる」
と回答した児童が30ポイントも増加するなど相談し
やすい雰囲気づくりができている。「あまりあては
まらない」と回答した1名の児童の個別対応をして
いきたい。

Ａ

・いじめがあっているという話を耳にしたことがな
い。相談などの取組を継続してもらいたい。
・子どもたちとよく接していただいているので、子ど
もたち同士の関係や行動、発言などについて、よく
把握していただいている。これからも子どもたちを
しっかり見守ってほしい。
・おそらくコミュニケーションが苦手な生徒は、話し
やすい先生でも自分から相談できない様な気がす
る。先生の方から話しかける必要もあると思う。

・生徒指導主事
・教育相談担当
・各学年担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
85％(36人中32人)以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
(36人中29人)以上

・行事や体験活動を通して、児童生徒一人ひとり
の良い点や可能性を見つけ、評価する（褒める）
取組を意識して行う。「自分は他の人のためにが
んばることができている」などの自己肯定感を高
める。
・学習や行事、体験活動や異学年交流で、自ら
の夢や目標に結び付いた振り返り活動を充実さ
せる。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」に肯定的な回答をしたのは小学生95.2％（21
人中20人）、中学生100％（13人中13人）であった
が、「自分は他の人のためにがんばることができて
いる」に肯定的な回答をしたのは小学生90.5％（21
人中19人）、中学生76.9％（13人中10人）であっ
た。
・「将来の夢や目標を持っている」に肯定的な回答
をしたのは小学生90.5％（21人中19人）、中学生
84.6％（13人中11人）であり、高い数値であった。
今後も体験活動等を通して各自の将来の目標へと
つながる指導を継続していきたい。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」に肯定的な回答をしたのは小学生95％（20人
中19人）、中学生100％（12人中12人）であったが、
「自分は他の人のためにがんばることができてい
る」に肯定的な回答をしたのは小学生100％、中学
生83.3％（12人中10人）であった。
・「将来の夢や目標を持っている」に肯定的な回答
をしたのは小学生90％（20人中18人）、中学生
75％（12人中9人）であり、全体としては84.4％と高
い数値であった。高学年に2名、中学生に3名否定
的な回答をした児童生徒がいたので、今後も体験
活動等を通して、組織的、系統的な指導をする必
要がある。

Ａ

・人間褒められて喜ばない人はいない。これからも
子どもたちのいい面をしっかり認めて、褒めてほし
い。
・地域の行事等で保護者といろいろな体験をする
機会が大切だと思う。
・肯定的な生徒はどのような状況でも乗り越えられ
ると思うが、否定的な回答をした生徒には、前向き
に何らかの目標や夢ができるように、その生徒に
合ったサポートができるとよいと思う。

・小・中各担任
・進路指導主事

○「あすなろ会（児童生徒会）」を中心に児童
生徒が主体的に取り組む活動の充実

○「様々な学校行事に主体的または積極的
に取り組めた」と回答した児童生徒８５％(36
人中32人)以上

・行事等の企画段階から「あすなろ会」が関わっ
ていける手立てを取る。
・行事等の司会及び進行等へ児童・生徒が積極
的に関わっていく手立てを取る。

Ａ

・「あすなろ会や行事等で司会進行や意見発表な
ど意欲的に取り組んだ」に肯定的な回答をしたの
は小学生90.5％（21人中19人）、中学生76.9％（13
人中10人）であった。体育大会、文化祭等でも児
童・生徒が積極的に関わっていく手立てを取りた
い。

Ａ

・「あすなろ会や行事等で司会進行や意見発表な
ど意欲的に取り組んだ」に肯定的な回答をしたの
は小学生85％（20人中17人）、中学生66.7％（12人
中8人）であった。「よくあてはまる」と回答した児童
が30ポイント、生徒が20ポイント増加しているので
成果は上がっていると考える。意見発表等が苦手
な中学生男子には、今後発言しやすい雰囲気をつ
くるなどの手立てが必要である。

Ａ

・少人数でいろいろな行事を頑張ってこなしている
と思います。
・意見発表等が苦手な中学生男子も２年生、３年
生となるころには成長し、リーダーとして活躍してく
れることを期待している。
・積極的の発表できなくても、何らかの良いものを
秘めていると思う。無理に意見発表しなくても、そ
の生徒のよいところを伸ばせたらいいと思う。

・児童・生徒会担当

●「望ましい生活習慣の形成」 ●「早寝早起き朝ご飯」、「食後の歯磨き」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒90%(36
人中33人)以上
●歯科検診結果を受け、う歯保有者の歯科
受診100％(10人中10人)

・発達段階に応じて、生活習慣についての自己
評価(チェックカード等)の実施を行い、振り返りの
場を設定する。
・保健だよりの発行による啓発活動を行う。
・保護者への個別の連絡を徹底する。
・歯科保健指導、ブラッシング指導等を継続的に
実施する。

Ｂ

・「早寝早起きができ、食事をとっている」に肯定的
な回答をしたのは小学生90.5％（21人中19人）、中
学生84.6％（13人中11人）であった。また「食後の
歯磨きができている」に肯定的な回答をしたのは
小学生81％（21人中17人）、中学生100％（13人中
13人）であった。家庭と連携した歯磨き対策が必要
である。

Ｂ

・「早寝早起きができ、食事をとっている」に肯定的
な回答をしたのは小学生100％、中学生91.7％（12
人中11人）であった。また「食後の歯磨きができて
いる」に肯定的な回答をしたのは小学生90％（20
人中18人）、中学生100％であった。う歯保有者の
受診率は30％（10人中3人）で、特定の家庭への啓
発と連携が重要である。

Ｂ

・早寝早起きは生活の基本なので、各自でしっかり
やってほしい。
・体調をくずしたり、スランプから抜け出せない根本
的な原因は、食事や睡眠のような基本的なことに
あると思うので、大切にしてほしい。
・学校側というより家庭の認識の問題と思う。

・養護教諭

○「安全に関する資質・能力の育成」 ○通学途中での、事故・事件０％ ・登校班への日常的な指導を徹底し、事故の事
例をもとに考えさせる場を設定する。
・災害被害防止のための組織的対応の充実を図
るための研修を実施する。 Ａ

・通学途中での、事故・事件は０件である。日頃の
指導と地域の協力で、安全な登下校ができてい
る。
・災害被害防止の研修、点検を継続していきたい。 Ａ

・「安全に気をつけて登下校ができている」児童生
徒は100％である。通学途中での、事故・事件は０
件で、日頃の指導と地域の協力で、安全な登下校
ができている。通学路への降雪・凍結による危険、
イノシシ等の危険も意識した指導の充実も図って
いきたい。

Ａ

・保護者も日頃の送迎や、通学路点検等で危険箇
所がないかを見ていきたい。
・インターネットによる犯罪などにまきこまれないか
の注意も必要かもしれない。

・安全教育担当
・管理職

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限（1箇月について45時間、1年に
ついて360時間）を遵守

・定時退勤日を履行するために、日常の業務遂
行を計画的に行う。
・部活動休養日を確実に設定する。
・部活動や社会体育での外部指導者の発掘を行
うなど、持続可能な働き方を目指す。
・学校閉庁日の設定に伴い、年休取得を推進す
る。 Ｂ

・部活動休養日は確実に設定された。
・部活動顧問以外に保護者の協力を得て活動でき
ている部分がある。
・1箇月の時間外在校等時間の状況は、4月～8月
の平均で小学校職員は29.4時間、中学校職員は
47時間だった。平均45時間未満は小学校職員が8
人中7人、中学校職員が10人中6人であった。
・時間削減のみの対策にならず、業務の内容の軽
重を意識した改善をしていきたい。

Ｂ

・部活動休養日は確実に設定され、メリハリのある
活動ができている。
・1箇月の時間外在校等時間の状況は、4月～12
月の平均で小学校職員は34.3時間、中学校職員
は40.8時間だった。平均45時間未満は小学校職員
が7人中6人、中学校職員が10人中6人であった。
部活動の主顧問が毎月70時間程度の時間外勤務
となっている。今年度は週休日に国民スポーツ大
会等の勤務があり、物理的に振替休日が取得でき
ない状況も発生した。
・今後も時間削減のみの対策にならず、業務の内
容の軽重を意識した改善が必要となる。

Ａ

・部活動等、先生方には休日返上で指導していた
だき感謝している。おかげで、学校の活性化につ
ながっていると思う。
・先生方も、健康が第一であると思う。先生方自身
が健康であることが、子どもたちへ良い教育を行う
ことにつながると考える。今後も、業務の効率化
や、簡素化を推進してほしい。
・部活動指導等、協力できることはしていきたい。

・管理職

●特別支援教育の充実

○教師の専門性と特別支援教育意識の
向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
した教職員90％(16人中14人)以上

・特別支援教育研修会への積極的参加と講師招
聘による校内研修の充実を図る。

Ａ

・「特別支援教育の研修会等を通して、専門性が
向上した」に肯定的な回答をした職員は100％で
あった。大学からの講師招聘による研修が充実し
ている。
・今後は児童生徒個々に、より具体的な手立てが
打てる研修の充実を図りたい。

Ａ

・「特別支援教育の研修会等を通して、専門性が
向上した」に肯定的な回答をした職員は87.5であっ
た。「よくあてはまる」と回答した職員が22ポイント
も増加していることもあり、研修の成果が出ている
といえる。しかし、個々の児童生徒に対する支援
の方向性が定まらずに苦慮する場面も多く、今後
の課題である。

Ａ

・子どもたちの特性や実態をわかった上での支援
や指導をお願いしたい。
・課題を抱えていた子どもたちが、大野原の地でよ
い方向へ成長できていることは、嬉しいことであ
る。
・支援を必要としている生徒は、各自で抱えている
問題が異なり、簡単にできることではないと思う。

・特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○家庭・地域との連携

○「コミュニティ・スクール」の特色を生か
した
教育活動の推進

○「学校・家庭・地域が三位一体となっ
て児童生徒を育んでいる」と感じる教職
員90％(16人中14人)以上・保護者90％
(19人中17人)以上

・大野原高原学園広報活動の拡充と地域住民と
の協力による受け入れ態勢の継続を図る。
・地域人材の活用やバイオリン等を使った本校
独自の総合的な学習を実践していく。 Ａ

・「学校・家庭・地域が三位一体となって児童生徒
を育んでいる」に肯定的な回答をした職員は
100％、保護者も100％であった。連携は充実して
いる。今後も広報活動等充実させて、連携を深め
ていきたい。

Ａ

・「学校・家庭・地域が三位一体となって児童生徒
を育んでいる」に肯定的な回答をした職員は
100％、保護者は94.4％であった。仕事の都合で学
校行事等へ参加できない保護者への啓発と連携
の工夫が必要である。今後も地域の特色を生かし
た独自の教育活動を充実させたい。

Ａ

・今年度も、充実した行事にするために取り組んで
もらい有り難かった。また、地域への呼びかけと連
携もよくできたと思う。
・今後も、学校・家庭・地域が三位一体となって、子
どもを育てていくように、学校関係者として協力し
ていきたい。

・管理職
・総合的な学習担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 嬉野市立大野原小中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上に向けての取組では、校内研修等充実してきている。次年度も講師招聘を行い、本質に迫る授業研究会を行い、目標達成を目指したい。また、ＩＣＴ利活用では、どのように有効活用（より興味あるものに）するかの研修を深め、授業に活かしていきたい。
・健康・体つくりでは「う歯保有者の歯科受診」が進まなかったことに課題が残った。家庭の実態に寄り添いながら粘り強く受診の啓発をしていきたい。
・家庭・地域との連携が充実していることで、本校の特色ある教育が成し遂げられている。次年度もさらに家庭・地域との連携を深めて、学校行事等を充実させ、地域に開かれた学校づくりを行っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・評価項目の「心の教育」「健康体作り」で課題が残った。特に「心の教育」のいじめについては、よりアンテナを高くし、子どもたちの小さな変化も見逃さないように今後も子どもたちに寄り添いながら指導を継続していく。
・子どもたちの自己有用感、自己肯定感を高める教育を進め、夢に向かって努力する児童生徒の育成を図る。
・「望ましい生活習慣の形成」について、児童生徒の実態を把握し、家庭と連携しながらよりよい方向へ改善できるように努める。

２　学校教育目標
かがやく大野原っ子の育成

～　新しいことに挑戦　様々な人との協働　社会に貢献　～

３　本年度の重点目標

１　確かな学力を身に付けさせる。

２　思いやりの心、豊かな心を育てる。

３　元気で健やかな心身を育てる。

４　地域愛に満ちた豊かな人間性や社会性を育てる。


